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発表内容発表内容

1. 東南アジア大陸部山地の中のラオス

2. 非難される焼畑：森林破壊の原因か？

3. 焼畑削減のための森林政策：実際に現場では何
が起こっているのか？

4. 在来知に基づく森林資源利用と生存基盤維持

5. 有用植物村落地図を作成する試み

6. 焼畑再考：5つの重要な視点
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1.1. 東南アジア大陸部山東南アジア大陸部山
地の中のラオス地の中のラオス

自給自足的な焼
畑陸稲作と森林
産物などの自然
資源の採取が生
業の中心

近年は焼畑が消
滅し新しい生業
活動へと移行し
つつある

Laos

Thailand

Cambodia

Myanmar
(Burma)

Vi
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m

China



東南アジア大陸部の人口密度と米生産量東南アジア大陸部の人口密度と米生産量
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東南アジア大陸部諸国の森林面積の推移東南アジア大陸部諸国の森林面積の推移
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Source: FAO 2005 “Global Forest 
Resources Assessment 2005”
(a minimum area of land of 0.5ha with tree 
crown cover of 10%)

2002年ラオス政
府公表値



ラオスの米生産ラオスの米生産
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農民は基本的に自給自足

▫ 貧しいのか？・・・人口密度が
低いため、一人当たりのコメ
の生産量は近隣諸国と同じ
か、他国の周辺部と比べると、
むしろ高い

▫ 北部山地 → 焼畑・・・生存基
盤維持のために森林の持続
的利用が重要

▫ メコン川沿い → 灌漑の普及
が近年になって進んでいるが、
基本は雨水頼りの天水田・・・
天水田で安定した稲作がコメ
の確保に重要な役割を果たし
ている



ラオス北部山地の人々ラオス北部山地の人々
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山地集落（Akha） 林産物採取(Akha)

精米(Khum)鍛冶(Khum)

茶摘み(Phunoy)

漁撈(Khum) 祈祷(Khum)
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2.2. 非難される焼畑非難される焼畑
森林破壊の原因か？森林破壊の原因か？



農地のとらえ方：焼畑と常畑農地のとらえ方：焼畑と常畑

日本

水田

畑地（焼畑/桑畑/茶畑/野菜畑，etc.）

草地

果樹園

ヨーロッパ
野（Field）

園（Garden）

東南アジア

水田

園地（サトウキビ/果樹園/野
菜/トウモロコシ/家庭菜園/
コーヒー/ゴム，etc.）焼畑（休閑あり・火入れ）

常畑（休閑なし・火入れなし）

森林休閑 Forest Fallow（一次林使用）

叢林休閑 Bush Fallow（二次林使用）
1年耕作・短中期休閑

複数年耕作・長期休閑

焼畑

モンスーンアジアの焼畑：モンスーンアジアの焼畑：11年耕作・年耕作・1010年前後の休閑年前後の休閑

［『事典東南アジア』より］
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モンスーンアジアでは10年前後

焼畑の定義焼畑の定義

佐々木高明 1972年『日本の焼畑』古今書院

熱帯および温帯の森林・原野において、(1)樹木あるいは叢林を
伐採・焼却して耕地を造成し、（2）一定の期間作物栽培をおこ
なったのち、(3)その耕作を放棄し，耕地を他に移動する粗放的な
農業

森林を伐採して火を入れる

野蛮

原始的1年耕作－9年休閑
(10区画)

集落

農
1

2

3

4
5

6

7

8

9
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ラオス北部の焼畑陸稲作ラオス北部の焼畑陸稲作

収穫（10～11月） 栽培（4～10月）

伐採・乾燥（2～3月） 火入れ（3～4月）
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つくられる焼畑のイメージつくられる焼畑のイメージ

2002年10月3日朝刊広告 2008年7月29日朝刊広告
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長期休閑と火入れの効果長期休閑と火入れの効果

作物栽培によって土壌肥沃度が低下し、雑草を繁殖させる。

→ 現代農業では、農薬や肥料を投入して対処している。焼畑では、どう
なのか？

火入れを行う → ①土壌有機物が分解されて、窒素とリン酸が供給さ
れる ②土壌が殺菌されて病虫害を防ぐ ③地上植物バイオマスが灰
（KとCa）となり肥料として土壌にもどされる（→ しかし、焼畑耕地の多く
は傾斜地で、かつ雨季の初め焼畑が開始されるので、すぐに流亡する
であろう「灰」を栄養分と捉えることに否定的な研究者も多い。）

長い休閑期間を設ける → ①草本類から木本類へと植生が遷移し、
樹木が回復すると、草本の雑草は自然に減少 ②腐食した草本・葉・根・
枝などが有機物として土壌に蓄積

これが失われる最も大きな要因は、人口増加である。
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焼畑の休閑期間と土地生産力焼畑の休閑期間と土地生産力

短期（1年間）の作付けで土地生産力が低下するレベル

10年 1年

[久馬 1990を変更]

これ以上生産力を収奪するともはや簡単には回復を望めな
い限界的レベル

7年 1年 耕作放棄

投入に見合うだけの産出もあげ得ない極限レベル

4年 1年
土壌生産力がこのように回
復するかどうかも疑問耕作放棄

土
地
生
産
力
(大
)
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人口増加と焼畑休閑期間人口増加と焼畑休閑期間

伝統的な1年耕作焼畑
（集落人口100人）

1耕地＋11休閑地
12年サイクル

耕地拡大ができない場合、人口増加によって休閑期間が短縮され、耕地が不
足し、最終的には不毛の地に・・・

焼
畑
耕
地

休
閑
1年
目

10ha

休閑
2年目

休閑3年目
休
閑
4年
目

休
閑
5年
目

休
閑
6年
目

休
閑
7年

目

休閑
8年目

休閑9年目

休
閑
10年
目

休
閑
11年
目

A

人口が増加
（集落人口200人）

1耕地＋5休閑地
6年サイクル

20ha

焼
畑
耕
地

休
閑
2年
目

休閑1年目

休
閑
3年
目

休閑4年目

休
閑
5年
目

B

Bの状態を継続
（集落人口200人）

1耕地＋3休閑地
4年サイクル

30ha

焼
畑
耕
地

休
閑
1年
目

休
閑
2年

目

休
閑
3年
目

C

[横山 2005]
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休閑期間休閑期間33年でローテーションさせる焼畑年でローテーションさせる焼畑

休閑1年目

休閑2年目

休閑3年目
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焼畑ローテーションが短縮されると・・・焼畑ローテーションが短縮されると・・・

1. 休閑期間3年でローテーション
させている地域は、陸稲の生
産ができなくなり、常畑(トウモ
ロコシなど)に変化

2. 焼畑から植林地に転換した地域
も多い。北部では、急速に焼畑
耕地がゴムの植林地に変化

これらは、単に「人口増加」や「グローバル化」によって土地利
用が変化しただけではなく、焼畑抑制を目的とした「森林政
策」と強く関係している
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ラオス北部の農業的土地利用ラオス北部の農業的土地利用

焼畑による陸稲作が減少し、常畑による畑地作物（＝商品作
物）が増加



環境保護運動とラオスの森林政策環境保護運動とラオスの森林政策

世界的な流れ
▫ 1980年「世界保全戦略」(IUCN、WWF、
UNEP)

▫ 1982年「UNEP管理理事会特別会合・
ナイロビ宣言」

▫ 1985年「熱帯林行動計画」(FAO)

• 1986年： (1)生態学者Fearnsideのア
マゾンでの道路建設と森林破壊の
衛星データ解析の論文がAmbioに
公表、(2)「生物多様性 bio-
diversity」という用語が考案される
（米国科学アカデミー）

▫ 1987年「ブルントラント報告 Our 
Common Future」

▫ 1993年「地球サミット」
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ラオスでの流れ
▫ 1989年「国家森林会議」

▫ 1993年「森林および林地の
管理と利用に関する法令」
（首相府）・・・森林の用途区
分

▫ 1994年「植林および森林保
護のための土地・森林分配
に 関 す る 法 令 」 （ 首 相
府）・・・団体・企業・世帯へ
の土地・森林分配→焼畑抑
制と企業の植林(パラゴムと
ユーカリ)

▫ 1996年「森林法」制定

▫ 1997年「土地法」制定



19

生物多様性の喪失と森林破壊生物多様性の喪失と森林破壊

NASA (STS51G-034-0060)

Rondonia, Brazil, June 1985

①欧米社会で生物多様性の重要性が認識され始める ＋ ②森林破
壊の状況が衛星データで観測され始める ＋ ③リオ地球サミットが
開催 ＝『生物多様性の喪失は社会的に構築されて「問題化」され、
そして、それはほとんど森林破壊と同義語になった』(Williams 2006)

NASA (STS41D-40-0022)

Rondonia and Mato Grosso, Brazil, August 
1984
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3.3. 焼畑削減のための森林政策焼畑削減のための森林政策
実際に現場では何が起こっているのか？実際に現場では何が起こっているのか？
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マイナータオ村

• 民族: Khmu、人口: 192、世帯数: 33
• 国際NGOの援助活動：2004～2006年
• 土地・森林分配事業実施年：2004年

乾季の水田で食料となる植物を採取
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• 政府によって1990年代中頃から実施されている土地・
森林分配事業が焼畑から常畑への転換を促す。

• 目的は、森林保護のための焼畑安定化である。

村の領域
農地(元の焼畑耕地・休閑地)

1. 村の領域を3区分(林地・農地・居住地区)

2. 林地を5区分(保護林・保全林・生産林・再生林・荒廃林)

3. 農地を各世帯に分配(標準的な5人世帯で1haを3区画)、最終的には世
帯に利用権を与える

分配後は、焼畑を実施する空間が無くなる・・・山地住民にとって焼畑は単な
る食料生産の場のみならず、現金収入の場でもある

林地

保護林

保全林

生産林

再生林

荒廃林
居住地区

土地・森林分配土地・森林分配
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土地・森林分配前土地・森林分配前(2004(2004年年))の土地利用の土地利用
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土地・森林分配前の住民の森林資源利用土地・森林分配前の住民の森林資源利用

調査では村の領域から138の有用植物
を採取していることが分かった。そのう
ち、37個体は焼畑休閑地に生育してい
る植物でった。

各種の道具・材料

食用果実換金用林産物 薬用林産物
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20042004年に実施された土地・森林区分年に実施された土地・森林区分

法的にはいかなる利用も許されない
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土地・森林分配政策後の土地利用土地・森林分配政策後の土地利用(2007(2007年年))

基本的に世帯単位で農業目的
に自由に使える
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新しく導入された農業新しく導入された農業

森林保護政策を支援する国際
NGOが自然に優しい農業を導入し
て住民を支援。しかし、これらの作
物から現金を得るのは難しい。

→土地・森林分配以前と比べると
人々の生活は苦しくなった

野生種のドメスティケーション

果樹 アグロフォレストリー
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中国企業との契約栽培中国企業との契約栽培

契約栽培のメリット

1)初期投資不要（種子、肥料、殺虫剤、除草剤、農業資材の価格は、
収穫から）で、農業技術も得られる

2)市場を探す必要がなく容易に現金が得られる

契約栽培のデメリット

1)買い取り価格が安く、価格交渉も出来ない（→搾取の構造）

2)規格外品(総生産量の4割)の処理場所がない（→国内市場がないた
め）

ピーマン(常畑) スイカ(水田裏作) 化学物質を大量使
用する農業を推奨し
なかったNGOの支
援が、2006年に終了
すると村民は中国企
業と契約栽培を開
始。
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• 政府の土地・森林分配事業
• 国際NGOによる開発援助
• 越境する中国経済(グローバル経済)

山地民の生活変化と資源・土地をめぐる問題山地民の生活変化と資源・土地をめぐる問題

地域の受け入れ準備が
整っていない状態で
入ってくる

NGO 政府

農業開発 土地・森林分配

資源・土地利用の変化と生活の変化

中国経済

ローカルな資源がグ
ローバルな需要と結び
つくことで問題を複雑
にしている→ マルチ・
スケールの視点が重
要

政治生態学政治生態学

Political EcologyPolitical Ecology

NGOが導入した自然農法は、受け入れられなかった
→ 焼畑を止めると食べていけない現実。『豊かな森林』が『豊かな生活』
を創り出すというのは幻想か？
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4.4. 在来知に基づく森林資源利在来知に基づく森林資源利
用と生存基盤維持用と生存基盤維持
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パーク・ルアン地域
• 民族: Lao・Hmong・Khmu
• 集落数: 23(うち16集落160世帯を対
象に調査を実施)

• 陸路でのアクセスが不可能

何時間もかけて調査地へと向かう
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調査地に向かう（メコン川支流のウー川）調査地に向かう（メコン川支流のウー川）
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調査地に向かう（ボートで拠点村へ）調査地に向かう（ボートで拠点村へ）
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調査拠点村調査拠点村

32
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山岳部の村に行く山岳部の村に行く
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山地部の村から降りてくる･･･筏が便利！山地部の村から降りてくる･･･筏が便利！



平均世帯収入（160世帯）

300,000
kip/世帯

1,000,000

(1ドル=9,000kip)

調査地域の小学校教諭
(公務員): 311ドル

農家世帯(136世帯)平均
年収：259ドル
(林産物 48.9%, 家畜
23.0%)

換金される林産物７種のう
ち６種が休閑地から

ラオス北部山地農民の現金収入ラオス北部山地農民の現金収入

焼畑陸稲作 商品作物

林産物家畜

0   3    6km

NN
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焼畑二次林における経済価値を持つ林産物焼畑二次林における経済価値を持つ林産物

野生ショウガ(漢方)
Alpinia galanga

ヤダケガヤ(ほうき)
Thysanolaena maxima

カルダモン(漢方・香辛料)
Amomum villosum

安息香(香料)
Styrax tonkinensis

プアックムアック(線香のつ

なぎ) Boehmeria spp.

カジノキ(紙)
Broussonetia papyrifera
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焼畑二次林と林産物の関係焼畑二次林と林産物の関係

休閑年数

林産物
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

カルダモン

安息香

プアックムアック

カジノキ

野生ショウガ

ヤダケガヤ

採取量： 少量 普通

山地部の住民は、どの休閑年数から何が採取できるのか認識し
ている。また、多様な森林から成る休閑林は、収入源としても重
要である。とくに高価な林産物である「安息香(Benzoin)」は、最低
6年の休閑期間が必要なため、長期休閑の焼畑を持続させるこ
とが条件である。
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持続的な林産物採取方法持続的な林産物採取方法

休閑18ヶ月

火入れ（焼畑）による人為的な攪乱が
持続的な採取を可能

焼畑のために樹木を伐採焼却

安息香採取休閑6年 トンキンエゴ
ノキは、陽樹
なので、自然
に(12～13年
以降) 枯れる

ラオスの安息香生産は14世紀の文献にも報告があ
る。価値ある林産物を持続的に採取するための『在
来知 (＝長期休閑の維持と火入れによる人為的更
新)』が焼畑民の生活を支えてきた。

安息香を採取するトンキンエゴノキは焼畑休閑地に卓越
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5.5. 有用植物村落地図を作成す有用植物村落地図を作成す
る試みる試み
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フエイペー (Houay Pae)村
• 民族: Akha
• 人口: 290、家族数 (世帯数): 53 (43)
• 焼畑ローテーション: 約10～12年
• 2003年2月に集落移転



有用植物村落地図有用植物村落地図((生活で使用するもの全て生活で使用するもの全て))
40

GPSを持って歩く

植物を見つけたら現地名、
利用部位、利用法、周辺環
境などの情報を記録

有用植物の生態的条件、住民による植物利用の実践を民族植物学者と共同
で分析を実施
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有用植物サンプルの採取空間（有用植物サンプルの採取空間（20052005年）年）

大区分 小区分 採取数

集落 集落および幹線道路 13

集落近傍の小道 11

集落跡地 5

農地 キャッサバ畑および脇 6

焼畑の脇 1

焼畑と森林の間 3

森林 短期休閑（5年未満） 36

長期休閑（5年以上） 27

密な森林 18

竹林 4

水系 河川内部 1

河川脇 10

計 134

最終的な植物同定は、タイのク
イーンシリキット植物園に依頼。
標本は日本／ラオス／タイにそ
れぞれ１セット。



住民の空間認知調査住民の空間認知調査

住民との話し合いで村の空間を9区分

全世帯(43世帯)を悉皆調査。9区分した場所
で採集している植物についての情報・・・呼
称、用途、利用部位

住民が言及した植物を探して標本作成

42
少数民族言語（アカ語）はラオ語に

通訳してもらう

攪乱環境からの採取の例

植物呼称 耕地 1 2-4 5-6 7-20 20- 幹線 小道 水辺

ダロゴニュ 18 4 5 1

コディヤム 13 11 1 1

休閑地の植生変化に応じて採取する例

ロト 15 2

トゥシアボ 2 4 4

マーソ 1 4 8

ログドペ 4 15

（数字は言及した住民の人数を示す）
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焼畑二次林と家畜飼育の関係焼畑二次林と家畜飼育の関係

山地部の住民にとって、家畜は「動産」として、重要な資産である。子
供たちを学校に行かせたり、病気になった時の薬代などを捻出する際
に換金する。

山地の放牧空間は、焼畑休閑地である。比較的暑さに強い牛は、草本
が卓越する焼畑休閑地の1年目に放たれる。暑さに弱い水牛は、高木
が生い茂った休閑5年以上の焼畑休閑地に放たれる。

焼畑休閑地1年目での牛の放牧 焼畑休閑地7年目での水牛の放牧



生活実践と空間認知から分かること・・・生活実践と空間認知から分かること・・・

■焼畑民の空間認知

生活にかかわる植物とその生育環境との相関が明確

→ 単に、空間的場所の問題ではなく、住民は耕地から森林
に至るまでの植生の動態を認知し利用している。

■焼畑民の生活空間の構造

人間活動・植生の遷移・森林環境のすべてがセットとなって、
生活空間が存在する。

■耕地とも森林ともカテゴライズできない空間(休閑地)の存在

その空間(休閑地)が内包する植物の種類が時間とともに変
化する。従来の「どこに何があるか」という視点では捕らえら
れない

→「区分」することではなく「連続性」を考慮

44
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6.6. 焼畑再考焼畑再考
55つの重要な視点つの重要な視点

焼畑から常畑への転換例：中国輸出
向けのバナナ栽培。ティッシュ・カル
チャーである。（2012年3月）

焼畑から常畑への転換例：中国輸出
向けのサトウキビ栽培。（2012年3月）



46

①①現象を見る視点を変える現象を見る視点を変える

「農地」として他の農法（特に水田）と比較され、収量の低さや労働投下量
の多さなどが指摘される。焼畑を耕地として考える『農学者的視点』→農業
だけでは、生活は完結しない。

集落

焼畑を見るこれまでの視点

焼畑は、耕地と森林の両方の面を持つ

→ 定期的に人の手によって火入れ
され攪乱された結果、植生が変化

→ 変化することで異なった有用植物
を入手する場となる。耕地から森林までの
全ての空間が住民にとって機能と役割を
持つ

すなわち「森畑」

焼畑を見るこれからの視点

休閑地の利用を考慮した焼畑研究の蓄積が必要

農
1

2

3

4
5

6

7

8

9



②②自然を持続的に利用する自然を持続的に利用する｢｢在来知在来知｣｣の再考の再考

全て同じ土地で営まれている!!

農耕農耕 刈跡放牧刈跡放牧 昆虫採集昆虫採集 薬草採集薬草採集 狩猟狩猟

焼畑の特徴は連続性→『植生の連続性』と『生業の連続性』
何百年と受け継がれてきた資源利用と生業を再評価し、「在来知」を
再考すること→人文社会学系と自然科学系の研究者が共通に取り
組むべき課題

分けることを止める･･･区分から連続性へ

1. 耕地と休閑地／森林と非森林（衛星データでは、再生中の二次
植生を正確に捉えられない）

2. 農耕・牧畜・狩猟・採集

47
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③③固定化した焼畑イメージからの脱却固定化した焼畑イメージからの脱却

研究者／開発実践者／教育者／政策立案者が、自然生態と在
来知に基づく実践の両方を正しく理解することが必要。

森を焼いて農地をつくるというイメージからの脱却 →アフリカ・ザ
ンビアには、｢伐採しない焼畑｣も存在する

ザンビア北部。ミオンボ林（マメ科
ジャケツイバラ亜科）が優占。アジ
アの常識では、こんな疎林で焼畑
は出来ない！

世界でも唯一といえ
る、木に登って樹木を
伐採する焼畑（チテメ
ネ）。この樹上伐採に
よって、伐採された樹
木の再生が早くなる。
樹上伐採は、胸高直
径15cm以上のものに
限定。

(写真は、京都大学大学院ア
ジア・アフリカ地域研究研究
科・准教授の大山修一さんか
らの提供です)



ザンビア北部は砂質で貧栄養の土
壌。そのため、枝は腰の高さまで
の積み上げるのが指標。面積は、
平均40アールほど。成人男性1人
で、毎年10アールの面積を開墾し
つづければ、十分に食べていくこと
ができる。基本的には1世帯（核家
族）で、毎年1筆、4年間の輪作。

円形に積み上げた樹木の外側か
ら火入れ。周囲に延焼しないように
注意深く、そして耕作地をじっくりと
時間をかけて、強い火で焼く。その
火柱は10mちかくにもなる。

１年目にはシコクビエ、２年目には
落花生、３年目にはキャッサバが
収穫される。

(写真は、京都大学大学院ア
ジア・アフリカ地域研究研究
科・准教授の大山修一さんか
らの提供です)
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モンスーンアジアでは、樹木の生長が速いこ
とに加え、熱帯雨林よりも土壌が肥沃なため、
焼畑農法は適している。森林政策も自然条件
とこれまでの実践を考慮すべき！

④④弾力性と地域多様性弾力性と地域多様性

焼くとか伐採するとかの問題ではない･･･樹木を伐採しないで焼く「チテメ
ネ」などは、地域の自然環境をうまく利用した在来農法（＝在来知）の重
要性を示している。

↓

標準化 と 画一化

↓ ↓

弾力性と地域多様性

福井勝義 1994年（掛谷誠編『環境の社会化』雄山閣）：ある土地を既存
植生の伐採・焼却などの方法を用いることによって整地し、作物を短期
間栽培したのち、放棄し、自然の遷移によりその土地を回復させる休閑
期間をへて再度利用する、循環的な農耕である

1. 伐採・焼却プロセスが「など」とぼかされている

2. 植生を自然の力で回復させる農法を強調
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⑤『⑤『良い森林良い森林』』とと『『悪い森林悪い森林』』の思想の思想

良い森林 悪い森林

『天然資源』
1952年刊行の中学
社会（2年生向け）
の教科書

護岸

水力発電

植林

圃場整備

ダム貯水池

近代的住宅



「温帯」の視点

国際NGOによってラオス北部のマイ・ナータオに設置された看板
温帯の視点で実施された土地・森林分配事業と農村開発は、熱帯・亜熱
帯の森林を豊かにし、人々の生活を豊かに出来たのか？

森林破壊による貧しい生活 豊かな森林から豊かな生活

植林

果樹（現金獲得の
経済活動）

きれいな住居

勤労

安全な飲料水

通学

きれいな水

安定した食料供給

豊かな森林



不可逆的な
土地利用

伝統的な焼畑農業伝統的な焼畑農業 パラゴムの植林パラゴムの植林

在来地の消
失と生業構
造の転換

森林産物採取森林産物採取 換金作物栽培換金作物栽培

熱帯・亜熱帯において「悪い森林」から「良い森林」へと転換させる
温帯の視点から実施された事業がもたらしたものは...
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本日の発表で言いたいこと：焼畑再考本日の発表で言いたいこと：焼畑再考

同じ視点?

温帯地域温帯地域 熱帯・亜熱帯地域熱帯・亜熱帯地域

【問題点】温帯地域の土地森林利用・政策を熱帯・亜熱帯地域に
適用するのは正しいのか？

焼畑消滅→「森林は豊かになる」が「人々は貧しくなる」

生物多様性は理解されているのに、地域多様性の重要性はあま
り理解されていない → 各地で実践されてきた多様な生業にもっ
と目を向けるべき（地理学者として、私がもっと積極的に発信しなければならないのだろう）





予備スライド
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ラオスの森と日本文化の意外な関係ラオスの森と日本文化の意外な関係
((日本の線香はラオスに支えられてる？日本の線香はラオスに支えられてる？))

かつて九州の里山では、タブノキ
(Machilus spp.)の採集が盛んに
行なわれていた。タブノキの葉や
樹皮を製粉したものはタブ粉と称
され、線香粘結剤として古くから
利用されてきた。しかし、里山利
用の減少とともに、タブノキの採
集者も減少し、東南アジア大陸部
山地からタブ粉が輸入され始め
た。

蚊取り線香用のタブノキの採集

（1960年代・熊本県）



58

ラオスにおけるタブノキ植林ラオスにおけるタブノキ植林

Laos

Thailand

Cambodia

Vi
et
na
m

China

サワンナケート県セ
ポン郡・ノン郡

ヴィエンチャン県
ヴァンヴィエン郡

ポンサリー県ブンヌア郡

ラオスで植林されて、採取さ
れたタブノキの樹皮は、中国、
タイ、ベトナムに送られ、そこ
で製粉された後、日本に輸出
される（当然、現地でも多くが
使用される）。

貿易統計によると、1970年代
後半以降、タブ粉は平均して
50～60トン/月が日本に輸入
されている。実際は、現地で
製造された線香も輸入されて
いるので、タブ粉の使用量は
もっと多い。
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ラオス中部ヴィエンチャン県ラオス中部ヴィエンチャン県

樹皮採取について

樹皮の三分の一だけを剥ぐ方法を採用。半年で樹皮は再生するので，再生
したら，違う面を剥ぐ。半年に一度は樹皮の採取が可能。

植林している土地は，水田脇や自宅脇などのほとんど使われていない土地
である。買い取られた樹皮はタイに売られている。自然のタブノキは現在は
採取していない。森にもあまり残っていない。

この方法は，ラオス北部ポンサリー県でも採用されていた。北部では中国に
売られる。

仲買人がタイから種を仕入
れて育苗し，住民に苗を販
売している。3m×3mの間隔
で植栽している。

写真は植林後4年目のタブノ
キで，現地では，ボン・カー
オ（白タブノキ）と称されてい
る。
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ラオス南部サワンナケート県ラオス南部サワンナケート県

焼畑陸稲作の代わりにタブノキの植林を2000
年前後から開始。ここのタブノキは，森から採
取してきた種（ボン・デーン：赤タブノキ）を育苗
して植林している。ベトナムから種を買ってくる
者もいる。採取された樹皮は，全てベトナムに
販売される。
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ラオス南部サワンナケート県ラオス南部サワンナケート県

南部でのタブノキ樹皮の採取はすべて樹木を伐採する方法が採択。初めて植
林した時は，1本しか出てこないが，伐採すると切り株から何本も萌芽する。2
回目以降は，下草を火入れするだけで萌芽更新するので楽である。しかし，生
長を促すために一つの切り株から3本だけを選択している。

タブノキが萌芽更新することは，天然のタブノキの特性から知っていた。
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ラオス南部サワンナケート県ラオス南部サワンナケート県

2005年あたりから，アグロフォレストリー的な土地利用でタブノキとバナナ，ラ
タン，陸稲などの混植が始まっている。

→ タブノキの収入は7年に一度であるが，他の植物と混植することで毎年収
入が得られる。

【1～2年目：陸稲】→【3～6年目：バナナ】→【7年目：タブノキ】

陸稲は自給用で，バナナとタブノキはベトナム人に販売。施肥や農薬の使用
は一切なし。



里山利用・タブ粉生産・東南アジアの関係里山利用・タブ粉生産・東南アジアの関係
63

外部 日本 地域 里山

針葉樹へ
の林種
転換

グローバ
ル化と森
林資源の
越境

山村の生
業構造の
変化と高
齢化進展

タブノキ

資源の
減少

東南アジ
アからのタ
ブ粉
輸入

線香産業
でのタブ粉
需要

タブ粉
生産量の
減少

第二次世
界大戦の
敗戦

エネル
ギー転換

薪炭利用
の減少

戦後復興
の拡大
造林

里山の利
用の減少
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全てはつながっている全てはつながっている

線香を焚くことは、ラオスの森林を
燃やすことにつながるのか？

線香を輸入している企業が悪者
か？

→ 事実の背後にある史実を踏まえて
議論する必要性

1. 線香の需要はあるのに、日本では
山村の高齢化によって里山の利用
がなされなくなった。

2. タブ粉の生産が国内でできなくなる

3. タブノキが生育する地域（＝植生が
日本と近い照葉樹林地域）からの
輸入が始まる

日本で細々と採取が続けられている
タブノキ（2006年・熊本県）

日本の政策、地域格
差などの構造そのも
のに問題があることを
正しく認識する。


